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アデザインB」、そして3年次で春学期

に「C」、秋学期に「D」というカリキュラ

ムになる。1年次の学びを2年次でさ

らに深め、自分の将来像を明確にして

就職活動に臨むという流れを一貫さ

せる意図だ。

「もちろんそこにはアクティブラー

ニング、グループディスカッション等

が入り、新しい教授法・授業法を駆使

しながら、学生たちが少しずつ自分の

将来像を固めていくプロセスが踏める

ようにしました」（三谷学長）。

掛川キャリア開発センター長は、そ

れぞれの内容と狙いをこのように説

明する。

「1年次の『キャリアデザインA』は、

大学の日々の学びが将来につながる

ということを意識付けるのが目的

で、この点は従来の『自己実現とキャ

リアデザイン』と大きく変わるもの

ではありません。もっぱら、大学で

の『学び』というところに立ち戻って

授業が構成されます。

2年次の『B』になると、少し『社会』を

意識しながら、さらに具体的に将来像

を考える。例えば、新聞を活用するな

ど、社会との接点を意識しながら授業

を運営する。それによって3年次の『就

職』に意識をつなげていきます」

このような新カリキュラムを始めた

が、体制の特別な見直しは考えていな

いと三谷学長は言う。

「むしろ、われわれが見直そうとし

ているのは、アドミッションポリ

シー、カリキュラムポリシー、そして

職業とも関連してくるディプロマポ

リシー。各学群で、どういう学生を

受け入れ、育て、世の中に送るかとい

カデミックアドバイザーがついてい

る。履修計画などを指導する学群の

教員で、いわば担任だ。

「教員、すなわちアカデミックアドバ

イザーは、就職をするのであれば、まず

キャリアアドバイザーに相談しに行け

と、非常に強く推しています。

キャリアアドバイザーは、どの業種

がいいとか悪いとかではなくて、まず、

社会で主体的に働くとはどういうこと

なのか、世の中では具体的にどんなこ

とを求めているのか、そういうことを

学生たちに伝えながら、相談を始めま

す。教員たちが社会はこうだよと言う

より、それぞれの分野の企業で働いて

きた方々から学ぶということですね」

（三谷学長）

「昨年の9月から、キャリアアドバイ

ザーの担当制を学群別に切り替えま

した。学群とCADACとの結びつき

は今まで、それぞれがそれぞれの領域

で頑張る、ということだったのです

が、これをきっかけに、アカデミックア

ドバイザーとキャリアアドバイザー

うことを、きちんと考えましょうと」。

明確化されたポリシーと直結する指

導がされるなら、教員に『就職率を上

げる指導をしろ』という類の号令を

かける必要はないわけだ。

経験豊富な

キャリアアドバイザーがサポート

とは言え、桜美林大学の就職率は

決して悪くない。これは2002年度

にスタートしたキャリア開発セン

ター（CADAC：キャダック）の役割が

大きいという。

2006年度にキャリアアドバイザー制

度を導入、2009年度には、それまで外

部委託だったアドバイザーを専任職

員として、現在は16人がCADACに常

駐している。60歳ぐらいで企業を退

職し、5年ほどの専任契約を結んでい

るケースが多いという。

特徴的なのは、3年次の秋学期から、

1学生に対して必ず1名のキャリアア

ドバイザーがつくことだ。もともと桜

美林大学では、1学生に対して1名のア

大学は、最終学歴となる「学びの

ゴール」であると同時に、「働くことの

スタート」の役割を求められ、変革を迫

られている。キャリア教育、PBL・アク

ティブラーニングなど座学にとどまら

ない授業法、地域社会・産業社会、ある

いは高校教育との連携・協働など、近

年話題になっている大学改革の多く

が、この文脈にあるといえるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くをつ

なぐ」大学の位置づけに注目しながら、

学長および改革のキーパーソンへのイ

ンタビューを展開していく。各大学が

活動の方向性を模索する中、様々な取

組事例を積極的に紹介していきたい。

今回は、今年度（2016年度）新たに1・

2・3年次を一貫するキャリア教育科目

を開講した桜美林大学で、三谷高康学

長、掛川真市キャリア開発センター長

（ビジネスマネジメント学群教授）にお

話をうかがった。

個人のキャリア観を

学群の学びに反映

桜美林大学は、2005年度から2007

年度にかけて学群制に移行した。従

来の学部の壁を取り払い、リベラル

アーツ学群を例にとれば、自然科学、人

文科学、社会科学などの広範な科目を

履修でき、第4セメスター（2年次後期）

にその中から専攻を選ぶ制度だ。三

谷高康学長は「自分が本当に学びたい

学問を入学後に選び取ることができ、

学生に非常にメリットがあると、私た

ちは思っていました。ところが、なか

なか自分で決められない学生も実はた

くさんいたのです」と言う。

「物心付いてから偏差値で輪切りに

されて振り分けられ、言われた通りに

歩んできた。高校の進学指導も、君の

学力だったらこの群の大学へ、という

形が強く残っている。その結果、明確

でなくぼんやりでも、こういう人間に

なりたいっていうイメージを、持って

いない学生のほうが多いのではない

かと私は思っています」

また、社会の豊かさも、キャリア教育

の重要性を高めていると三谷学長は

言う。

「昔の人は、とにかく食っていかなけ

ればならないから、卒業したらすぐに

働けるところで働こうと、それが出発

点だった。けれども高度経済成長以

降、豊かになってくると、難しいチョイ

スになってきま

すよね。そうい

う中で、学生一

人ひとりが自分

の将来像を早い

段階から考えて

いくことが、キャリア教育の一番大事

なところではないか」

そして、学生がキャリア観を持つこ

とが学群の学びに反映されることも大

きな役割のひとつと考えて、キャリア

デザイン科目を作っていったという。

1～3年次

一貫したプログラム

従来、桜美林大学のキャリア科目は、

1年次の「自己実現とキャリアデザイ

ン」と、3年次春学期の「キャリアデザイ

ンI」、秋学期の「II」となっていた。2年

次の1年間が全く空いていたわけだ。

内容にも隔たりがあった。1年次の科

目は初年次教育ともいえるものであ

り、3年次は具体的な就職活動のハウ

ツーに近い。

その間隙を埋めようということで、

2016年度入学生から、1年次は「キャリ

アデザインA」、2年次になると「キャリ

❶ 桜美林大学

1年次から3年次まで一貫した
プログラムでキャリアを支援

三谷高康　学長
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新連載
年度

1年次 2年次 3年次
春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

2000 「キャリア開発」開講
（全学選択科目）

2003 「キャリア開発」開講
（全学必修科目）

2006 キャリア
デザインⅠ

開講

キャリア
デザインⅡ

開講2007 「自己実現と
キャリアデザイン」開講

「キャリア開発」は閉講

2009

2016 1年次から3年次までの一貫したキャリア教育を実現

キャリアデザインＡ キャリアデザインＢ キャリア
デザインＣ

キャリア
デザインＤ

大学生活、大学での学び
に適応、基礎学力の補強

大学の学びと社会との関
連性を考え仕事への意識
づけ

じっくりと
自分の進路
を考える

就職活動に
向けた準備
と実践

キャリア
開発センター

卒業後の未来を
信じて安心して
学べる環境作り

（2017 年度より開講）

キャリア
アドバイザー制度
（16 名体制に）

キャリア
アドバイザー制度

導入
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が、コミュニケーションをもっと取っ

ていこうという取組みを始めました。

そうして協力をすれば、全学をあげた

キャリア支援になるので。

キャリアアドバイザーは企業での

経験や人脈があったり、企業を訪問し

たりと、企業との接点での情報が蓄積

されていますので、それらの情報を学

群にフィードバックすることによっ

て、カリキュラム自体で配慮すべきと

ころが見えてくるかもしれないとも

考えています」（掛川キャリア開発セ

ンター長）

人は「学風」で育つ

今後の方向性について三谷学長に

尋ねたところ、まず返ってきたのは、

日本社会への憂慮だった。「この頃よ

く思うのですが、日本はかなり劣化し

てきたのではないか。企業のコンプ

ライアンス、政治家のスキャンダル、

芸能人の不祥事、非常にレベルの低い

話が増えている」。また、選挙権年齢

が18歳に引き下げられ、今年から新

入生も含め全学生が選挙権を持つこ

とになった。これらを考えたとき、「一

人前の大人としてあるべき姿、社会人

として守るべきこと等を含めた教育

が、ますます大学の中に入ってくるの

ではないか」と三谷学長は言う。

「もうひとつ、本来、大学などで高等

教育を受けた人が社会に増えること

で、世の中はより良くなっていくはず

だと思うのです。しかし実際はそう

はなっていない。

ですから、今後の方向性として大き

くは、例えば本学のモットーである、

『学
がく

而
じ

事
じ

人
じん

（学びて人に仕える）』を本

当に歩んでいく人間を、どう育ててい

くか。ウェル・ビーイングというのか、

人が幸せに生きていける世の中を

作っていける人材を生み出していく

というのが、大学のひとつの大きな責

任ではないかと思います」

一般的に言えば「人間力をつくる」

となるだろうか。しかし三谷学長は、

それは「どこの大学でも言っている」

ことであり、「人間力というのは非常

に味気のない言葉」だと言う。

「この頃あまり言われなくなってき

ましたが、大学生は『学風』で育つもの

です。それがないがしろにされ、忘れ

去られているのも、高等教育の空洞化

だと思います」

グローバル・コミュニケーション

学群の新設

今年度開設されたグローバル・コ

ミュニケーション学群も、グローバル

人材の育成という現代の普遍的な課

題に応えるものであると同時に、桜美

林ならではの学風を顕したものだ。

「1966年に、桜美林大学は文学部の

みで生まれました。大学が文学部で

始まる場合、英文と国文が普通のパ

ターンなのですが、桜美林大学は英

語・英米文学科と、中国語・中国文学科

の2つで始まった。創立者の清水安

三は、これからの世界で活躍する人間

が身につけるべきは、語学力でありコ

ミュニケーション能力だと、それがな

かったために日本はとんでもないこ

とをやってしまったと。そういう考え

を持っていました。それで、当時でい

えば国際人、今の流行の言葉ではグ

ローバル人材を、育てようとした」（三

谷学長）

それから50年を経て開設されたグ

ローバル・コミュニケーション学群

は、中国語、英語、日本語（海外からの

留学生向け）の3つの言語で学び、英

語だけでも学位が取れる。英語・中国

語特別専修では、それぞれの語学の

基礎力をつけ、留学させ、それ以降の

授業は英語・中国語で行う。その授業

には留学生も合流できる。日本語特

別専修は、留学生が日本のことを日本

語で勉強するコースだ。

「まさに本学の創立時に、英文科と

中文科として具現化したものだと思

う。伝統のリバイタリゼーションが

始まったということです」（三谷学長）

新学群開設は50周年記念事業の一

環でもあるが、三谷学長は、「50年って

大学の歴史の中ではそんなに長くな

いのですよね」とも言う。世界の大学

の原点といわれるボローニャ大学が

1100年頃に創立、英国オックスフォー

ド大学の歴史は700年とも800年とも

いわれ、米国でもハーバード大学は

400年近い歴史を持つ。

「大学は、そういった長い歴史の中

で、卒業生が活躍し、次第に成果が蓄

積されていくもの。だから、10年20

年じゃなくて、100年200年で真価を

表していくことを目指したい。今、こ

の時期、生き延びていかなきゃならな

いという問題を抱えながらも、100年

単位の将来について、視点を持ってい

なければならないと思うのです」
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（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）
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